
目　　次
特 集 琵琶湖流域下水道50周年記念特集

【琵琶湖流域下水道50周年記念事業】を実施しました！
～下水道の歩み と これから～

お 知 ら せ ご注意ください！　～新型コロナウイルス拡大防止対策にかかる注意事項～
湖西浄化センター 「バラ一般公開＆施設見学会　2022春」 を実施します。 
プラザミニコーナー　けんせつみらいフェスタ、木育イベントに出展しました！

げすいとぴっくす 第28回「よりよい水環境づくり」ポスターコンクールが開催されました！
市 町 だ よ り 愛荘町 『 愛着と誇り。人とまちが共に輝く　みらい創生のまち 。』
やってみよう！げすいクロス
読者のこえ・編集後記
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記念対談

★ 滋賀県ホームページに50周年記念ページを開設し、各事業の内容を掲載しています！
　 URL： https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/suido/324032.html

　令和４年１月29日に滋賀県公館にて「流域下水道50周年と琵琶湖の環境保全」を
テーマに、東京大学特任准教授 加藤裕之先生 と 滋賀県 三日月大造知事による対談を
e-radioパーソナリティーの井上麻子さんの司会により実施しました。新型コロナウイ
ルス感染防止のため、加藤先生はリモートでの参加となりました。
　はじめに、知事より下水処理場の施設を受け入れていただいた地域の皆様、流域下
水道の整備に関わっていただいた皆様に対する感謝が述べられました。
　対談では、加藤先生から、ビストロ下水道や琵琶湖版SDGsであるMLGs等、滋賀県
の環境保全への取り組みに対する期待の言葉をいただき、知事からは、流域下水道の
維持管理やビストロ下水道等の資源循環に対する決意の表明がありました。
　「琵琶湖流域下水道って何？」から始まり、歴史やこれからの取り組み、滋賀県の下
水道は全国的にも先進的であること等、滋賀の下水道の歩みと今後がわかる対談となっ
ています。
　対談の様子については、県ホームページのリンクから、またはYouTube「shigakoho」
チャンネルにて是非ご覧ください。

　令和４年１月29日に滋賀県公館にて、優秀賞の表彰式を行
いました。三日月大造知事より、受賞者へ賞状と記念品が授
与されました。詳細は県のホームページをご覧ください。なお、
優秀賞４作品（表紙に掲載）は、実際のマンホール蓋を製作し、
３月末から草津市にある淡海環境プラザにて展示します。
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加藤先生のプロフィール

現 在：東京大学大学院都市工学専攻
下水道システムイノベーション研究室
特任准教授
「ビストロ下水道」の名づけ親

過 去：国土交通省在勤中、平成10年度～平成
12年度にかけて、滋賀県下水道計画課
長として出向

「なまずずずず。」
愛荘町立秦荘中学校

３年生　青山　果夢 さん

「はねる鮒」
近江兄弟社中学校

３年生　梅原　瑛美華 さん

「まわる滋賀」
長浜市立浅井中学校

３年生　柳瀬　愛菜 さん

「滋賀の宝」
長浜市立浅井中学校

２年生　柴田　一咲 さん

「自然がいっぱい私のふるさと」
守山市立物部小学校

６年生　田家　梨花 さん

「歴史から伝わる滋賀県」
大津市立青山小学校

６年生　井上　皓太 さん

「びわこにうかぶ　花火とかいつぶり」
竜王町立竜王西小学校
４年生　齊内　光優 さん

「守れ！琵琶湖の固有種」
大津市立青山小学校

６年生　小林　芽佳 さん

「かるたの都、近江神宮」
大津市立志賀小学校

５年生　羽田　侃太朗 さん

「琵琶湖とシャクナゲ」
大津市立志賀小学校

６年生　藤家　ひたき さん

「Hurusato　Siga」
日野町立桜谷小学校

６年生　遠城　壮太 さん

「びわこと信楽やきの輪」
大津市立志賀小学校

５年生　新家　千帆 さん

「滋賀県の魅力いっぱいマンホール」
大津市立志賀小学校

６年生　森田　もあ さん

「滋賀ラッキー☆マンホール」
大津市

竹川　紗希 さん

「豊かな滋賀」
野洲市

髙橋　歩 さん

加藤裕之先生

優秀賞受賞者４名実行委員会からの講評
記念品

（オリジナル図書カード）

琵琶湖流域下水道50周年記念特集

「琵琶湖流域下水道50周年　記念事業」を実施しました！

記念誌 PR動画の作成、配信

環境教育資材の作成

マンホール蓋デザインコンクール

　琵琶湖流域下水道は、昭和47年の湖南中部浄化センターの事業着手から今年で50年を迎えます。そこで、50年

という節目の年を記念し、さらに下水道についての理解や関心を深めていただくために、「琵琶湖流域下水道50周年

記念事業」として、５つの事業を実施しました。

　浄化センター建設までの経緯や、こ
れまでの取組をまとめ、50年間のあゆ
みを記録として残すことで、下水道
事業の果たす役割を伝えるため、記
念誌を作成しました。県のホームペー
ジより記念誌をご覧いただけます。

　下水道についての動画を作成しました。
　琵琶湖と下水道の50年を紹介する「歴史編」、浄化センター
などの施設が分かる「施設見学編」、私たちの業務を撮った「仕
事紹介編」、市町のマンホールなどを辿る「市町編」をYouTube
「shigakoho」チャンネル等にて配信しています。是非ご覧く
ださい。

　下水道の正しい使い方など、環境教育に使える動画（DVD）
とパネルを作成しました。学校教育や地域等での使用を希望さ
れる方は、以下までお問い合わせください。
問い合わせ先：滋賀県琵琶湖環境部下水道課企画係

TEL：077-528-4213

　令和３年７月12日～10月31日の間に、県内にお住まい、通勤、通学されて
いる小学生以上の方を対象に、マンホール蓋のデザインを募集したところ、小
学校低学年の部509作品、小学校高学年の部1,271作品、中学生の部277作品、
一般の部143作品、合計2,200作品の応募がありました。
　審査の結果、各部門優秀賞を1作品ずつ、入賞を30作品選定しました。

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋ぶ

た

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
30
作
品

湖南中部浄化センター
建設工事

「滋賀県びわこおおなまず」
大津市立志賀小学校
３年生　南　来夏 さん

「しがけんの大なまずの王なまず」
大津市立志賀小学校

３年生　佐々木　心太郎 さん

「しがけんのきとおはな」
守山市立玉津小学校

１年生　寺内　心咲 さん

「わたしとにじと大すきなびわこ」
野洲市立北野小学校

３年生　加藤　美琴 さん

「ゆめいーぱい志賀」
大津市立志賀小学校

３年生　中野　ひまり さん

「自ぜんいっぱいのしが」
大津市立瀬田北小学校
３年生　菅沼　宏基 さん

「だいすきしが」
湖南市立三雲東小学校
１年生　勝井　更咲 さん

「滋賀の『木、花、鳥』」
守山市立物部小学校
６年生　栗原　桜 さん

「enjoy　Shiga☆」
近江八幡市立金田小学校
６年生　木村　日彩南 さん

「滋賀県琵琶湖50周年」
大津市立志賀小学校

６年生　桂　愛唯里 さん

「夜の琵琶湖」
大津市立志賀小学校

６年生　村上　和香奈 さん

「カイツブリの池」
甲賀市立大原小学校

６年生　松岡　虹湖 さん

「滋賀といえば」
守山市立物部小学校

６年生　川窪　友輔 さん

「母なる湖と滋賀の生物」
守山市立玉津小学校

６年生　小森　綾乃 さん

「滋賀のことをもっともっと広めよう！」
大津市立志賀小学校
６年生　南　優亜 さん

湖西浄化センター
建設当初

東北部浄化センター
建設当初

高島浄化センター
建設当初
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「琵琶湖流域下水道50周年　記念事業」を実施しました！



30
平成14年（2002年）

40
平成24年（2012年）

50
令和４年（2022年）

　昭和35年（1960年）以降、高度経済成長にともなう産業活動の活発化、都市化にともなって琵琶湖の

水質悪化が進みました。

　滋賀県では、琵琶湖や河川の水質保全と、県民の快適な居住環境を実現するための有効な手段として

下水道を位置づけ、昭和46年（1971年）度に「琵琶湖周辺流域下水道基本計画」を策定しました。

　この計画に基づいて、琵琶湖流域下水道事業が始まり、県内の下水道施設の整備が進められた結果、

滋賀県の下水道普及率は、昭和56年（1981年）度末の4.8%（既に1969年から運転を開始していた大津

市の下水処理分）から、令和２年（2020年） 度末では91.6%になりました。

　琵琶湖流域下水道事業開始から今年で50周年。これからも、琵琶湖の水質を守り、皆様の安心・快適

な暮らしを支えるよう、日々頑張ってまいります。

　雨水排水を植物などで浄化するビオパーク、浸水被害を防止する雨水幹線、そして下水汚泥を溶融

スラグや燃料炭としてリサイクルする施設などが作られたよ。

　県が管理する４つの

浄化センター（湖南中

部、湖西、東北部、高島）

と、市町が管理する５

つの浄化センター（大

津、沖島、土山、朽木、

信楽）が次々と作られ

ていったよ。

これからの

下水道は

次のページ

へGO！

　平成12年（2000年）には、滋

賀県の下水道普及率が64.5%

と、全国平均を超えたんだよ。

平成15年（2003年）

山寺川市街地排水浄化施設

（伯母川ビオ・パーク）供用開始

平成20年（2008年）

東北部浄化センター焼却溶融炉運転開始

（溶融炉：令和元年度まで）

平成26年（2014年）

湖南中部浄化センター

高効率二段燃焼方式焼却炉運転開始

平成28年（2016年）

湖西浄化センター汚泥燃料化施設運転開始

平成21年（2009年）

守山栗東雨水幹線供用開始

平成25年（2013年）

淡海環境プラザ開設

START
昭和47年（1972年）

10
昭和57年（1982年）

20
平成４年（1992年）

30
平成14年（2002年）

　工事が始まったころは、昭和52年

（1977年）に琵琶湖で初めて淡水赤潮

が大発生するなど、琵琶湖の水の汚れ

が大きな社会問題になっていたんだ。

　県が管理する４つの

浄化センター（湖南中

部、湖西、東北部、高島）

と、市町が管理する５

つの浄化センター（大

津、沖島、土山、朽木、

信楽）が次々と作られ

ていったよ。

　平成12年（2000年）には、滋

賀県の下水道普及率が64.5%

と、全国平均を超えたんだよ。

昭和48年（1973年）

湖南中部浄化センターの工事に着手

昭和57年（1982年）

湖南中部浄化センターの運転を開始

昭和59年（1984年）

湖西浄化センターの運転を開始 平成３年（1991年）

東北部浄化センターの運転を開始

平成９年（1997年）

高島浄化センターの運転を開始

平成14年（2002年）

琵琶湖流域下水道30周年記念事業

琵琶湖流域下水道50周年記念特集
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